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太鼓と称賛の拍手が鳴り響く
８月９日、内海駅東駐車場で「知多半島太鼓祭り」
が行われ、「知多半島和太鼓こころ会」を始め各出
演団体が熱演。最後はあいにくの天気となったが、
迫力ある演奏に称賛の拍手が送られていました。
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2H21.９.１

伊
勢
湾
台
風
（
昭
和
34
年
９
月
26
日
潮
岬
上
陸
）
は
、
愛
知
県
、

三
重
県
を
中
心
に
猛
威
を
振
る
い
、
風
水
害
で
は
最
大
の
犠
牲
者

５，

０
９
８
名
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
町

で
も
６
名
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報

を
活
用
し
、
早
め
に
対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
水
害
時

の
避
難
場
所
や
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

伊
勢
湾
台
風
の
規
模

１
９
５
９
年
台
風
第
15
号（
英
名
ベ
ラ
）

中
心
気
圧
・
・
最
低
895

上
陸
時
929

（
潮
岬：
観
測
史
上
３
位
）

強

い

風
・
・
伊
良
湖
45
・
４

高
　
　
潮
・
・
名
古
屋
港
389
㎝

（
観
測
史
上
１
位
）

▲伊勢湾台風の被害・山海大泊海岸

▲伊勢湾台風の被害・豊浜

特集

hPa。
hPa。

m/s

伊勢湾台風による名古屋市と隣接市町村の被害状況

（ ）内は死亡漂着の分『愛知県災害誌』

武　豊　町 9 － 15 126 150 157 8 255 390 684 1,494 165 16,456
美　浜　町 (4) － 4 67 71 198 8 622 345 246 1,419 1,203 18,287
日間賀島村 － － － 5 5 26 1 119 5 45 196 20 2,820
篠　島　村 － － － 38 38 67 2 326 56 138 589 13 3,589
師　崎　町 1(1) － 1 37 39 51 － 216 521 390 1,178 93 7,018
豊　浜　町 3 － 3 27 33 52 5 105 296 350 808 600 9,041
内　海　町 1 － 4 215 220 85 6 391 320 130 932 202 6,996
知　多　町 9(8) － 5 64 78 172 54 1,144 254 233 1,857 893 31,876
横 須 賀 町 3(1) － － 25 28 60 18 313 361 1,550 2,302 850 16,562
上　野　町 138 2 43 436 619 245 187 501 104 611 1,648 1,041 16,328
大　高　町 14 － － 89 103 103 16 47 452 570 1,188 127 10,081
有　松　町 1 － － 4 5 15 － 20 － － 35 39 4,150
大　府　町 6 － 5 31 42 143 － 304 － 35 482 2,156 24,522
東　浦　町 24 － 56 151 231 321 79 957 184 482 2,023 1,500 19,148
阿 久 比 町 7 － 4 173 184 80 － 229 － － 309 804 2,622

知　 多 郡 216(14) 2 140 1,488 1,846 1,775 384 5,549 3,288 5,464 16,460 9,706 189,496
半　 田 市 290 － 92 572 954 938 511 1,963 1,918 4,181 9,511 600 69,784
常　 滑 市 12 － 21 327 360 210 48 737 1,527 2,410 4,932 1,755 49,006

名 古 屋 市
人

1,851
人
58

人
1,619

人
38,909

人
42,437

戸
6,166

戸
1,557

戸
43,249

戸
34,883

戸
32,469

戸
118,324

戸
6,503

人
1,500,549

項　目

市町村 死　者 行方
不明 重傷者 軽傷者 計 全　壊 流　失 半　壊 床　上

浸　水
床　下
浸　水 計 被 害 34 .9 .1

人　の　被　害 住　家　被　害 非住家 人　口

0/21.09.01-791-CTP用  09.8.26 1:29 PM  ページ 2



3 H21.９.１

伊
勢
湾
台
風

パ
ネ
ル
展
開
催

知
多
県
民
セ
ン
タ
ー
や
町
で
所
蔵

さ
れ
て
い
る
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
写

真
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

９
月
16
日（
水
）〜
30
日（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

(

24
日
・
28
日
は
休
館
日)

場
所

町
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

南
知
多
町
の
被
害
状
況

伊
勢
湾
台
風
に
お
け
る
本
町
の
被

害
は
、
死
者
６
名
、
重
軽
傷
者
330
名
、

全
壊
・
半
壊
・
流
出
家
屋
は
1452
戸
、

浸
水
家
屋
３
千
余
戸
に
の
ぼ
り
、
ま

た
町
内
い
た
る
と
こ
ろ
の
社
寺
、
山

林
の
大
樹
の
多
く
が
倒
れ
、
緑
い
っ

ぱ
い
の
景
観
が
一
変
し
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
海
岸
も
一
変
し
、

多
く
の
場
所
で
堤
防
が
決
壊
し
、
防

風
林
が
倒
れ
、
無
残
な
姿
を
見
せ
つ

け
ま
し
た
。

（
南
知
多
町
誌
参
照
）

写真提供：愛知県知多県民センター

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
最
新
の
情
報

を
入
手
し
、
台
風
情
報
を
注
意
深
く
聞
こ

う
・
雨
で
増
水
し
た
川
や
が
け
の
下
な
ど
、
危

険
な
箇
所
へ
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う

・
病
人
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

の
人
々
を
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
移
動
さ

せ
よ
う

・
造
成
地
、
扇
状
地
、
急
傾
斜
地
、
海
岸
地

帯
、
河
川
敷
な
ど
の
危
険
な
土
地
で
は
早

め
の
避
難
を
心
が
け
よ
う

▲伊勢湾台風の被害・大井

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
・
篠
島

▲

伊
勢
湾
台
風
の
被
害
・
日
間
賀
島

▲

▲伊勢湾台風の被害・師崎

台
風
な
ど
が
近
づ
い
た
時
の
心
得

伊勢湾台風の経路（昭和34年９月26日）

0/21.09.01-791-CTP用  09.8.26 1:29 PM  ページ 3



4H21.９.１

み
な
さ
ん
は
町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
ほ
と
ん
ど
の
方
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
な
い
と
思
い

ま
す
。
利
用
す
る
の
に
不
便
な
の
で
し
ょ
う
か
、
料
金
が
高
い

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
南
知
多
町
で
一
番
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

師
崎
線
で
も
、一
回
当
た
り
平
均
５
人
し
か
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
採
算
は
と
れ
ず
、
当
然
赤
字
と
な
り
ま

す
。
赤
字
路
線
は
、
国
や
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
赤
字
の
改

善
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
改
善
で
き
ず
、
乗
車
率
が
低

下
し
続
け
る
と
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
補
助
金

が
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
赤
字
を
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

路
線
廃
止
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
状
で
は
、
師
崎
線
が

国
、
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
他
の
路
線
（
３
路
線
）
に
つ
い
て
は
、
路

線
を
廃
止
す
る
と
こ
ろ
を
南
知
多
町
が
赤
字
を
補
填
す
る
こ
と

を
条
件
に
存
続
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
、
路
線
バ
ス
を
維
持
・
存
続
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。

バ
ス
は
移
動
が
制
約
さ
れ
た
方
の
自
立
し
た
行
動
を
支
援
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
み
な
さ

ん
の
足
」
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
５
年
後
、
10
年
後
、
将
来
に
わ
た
っ
て

路
線
バ
ス
は
あ
り
つ
づ
け
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

今
、
そ
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
「
南
知
多
町
の
足
」
バ
ス
路
線
の
計
画
を
今
年
度
作
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
意
見
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
、
み
な
さ
ん
が
ど
こ
へ
何
を
利
用
し
て
行
く
か
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
。
無
作
為
抽
出
で
３，

０
０
０
人
の
方
に
９
月
頃
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
郵
便

で
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
回
答
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

屈
託
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
各
地
区
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
ご
意
見
が
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
車
を

利
用
し
て
い
る
人
で
も
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
バ
ス
路
線
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
役
場
の
都
合
だ
け
で
な
く
、
み
な
さ
ん
の
必
要

性
・
利
便
性
に
基
づ
い
た
魅
力
あ
る
バ
ス
を
走
ら
せ
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
、
ほ
と
ん
ど
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方
に
「
バ
ス
が
な
く

な
る
」
と
い
っ
て
も
切
実
な
思
い
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
も
し
「
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
」、
も
し
「
ガ
ソ

リ
ン
が
１
　
１，

０
０
０
円
に
な
っ
た
ら
」、
自
分
を
車
が
使
え

な
い
環
境
に
お
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
通
勤
、
通
学
、
ま
た
、

病
院
・
買
い
物
に
ど
う
や
っ
て
い
き
ま
す
か
。
高
齢
化
社
会
を
前

に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
な
た
に
も
現
実
と
な
っ
て
き
ま
す
。

バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

も
し
「
・
・
・
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
「
・
・
・
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

意
見
を
く
だ
さ
い
！

意
見
を
く
だ
さ
い
！

総

務

課
　(

内
線
２
１
２)

№2
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5 H21.９.１

●
付
加
年
金
と
は

老
後
に
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料
の

ほ
か
に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
の
額
は
定
額

付
加
保
険
料
の
額
は
一
か
月
四
〇

〇
円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
対
象
者
の
方
は
、

第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
で
す
。
保
険
料
の
免

除
ま
た
は
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
の
加

入
員
の
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
付
加
年
金
額
は

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

年
金
額
＝
二
〇
〇
円
×
付
加
納
付

月
数
（
六
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
場
合
）

な
お
、
こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金

を
六
五
歳
よ
り
前
に
繰
り
上
げ
受
給

ま
た
は
六
六
歳
以
後
に
繰
り
下
げ
受

給
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
付
加
年

金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率
お

よ
び
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
ま
た
は

増
額
さ
れ
ま
す
。
付
加
保
険
料
の
納

付
手
続
き
は
、
住
民
課
の
窓
口
ま
た

は
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。

国

民

年

金

だ
よ
り

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

住

民

課
　(

内
線
１
１
８)

◆国民年金の保険料◆�

９月分　11月２日(月)まで

口座振替をご利用の方は、指定された金融機関
の口座から引き落としいたしますので預金残高の
確認をお願いします。

たよりにしてます　国民年金

町
で
は
、
今
年
度
も
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
皆
様
を
対
象
に
脳
ド
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
の
か
ら
だ

は
、
年
齢
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
生
じ
て
き
ま
す
。
健
康
に
自
信

の
あ
る
方
も
と
き
に
は
「
か
ら
だ
」

の
点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
）

①
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
35
才
以
上
73
才
以
下
の
方
（
平

成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

②
受
診
結
果
を
自
ら
の
健
康
管
理
デ

ー
タ
と
し
て
南
知
多
町
に
情
報
提
供

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

な
お
、
資
格
証
明
書
お
よ
び
短
期

保
険
者
証
交
付
対
象
の
方
は
、
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
定
員

１
５
０
人

●
個
人
負
担
金

１
人
　
４，

２
９
０
円

●
検
査
場
所

（
医
）
瑞
心
会
　
渡
辺
病
院
健
診
セ

ン
タ
ー

美
浜
町
大
字
野
間
字
上
川
田
45
の
２

q
８
７
‐
５
０
０
０（
代
）

●
実
施
期
間

平
成
21
年
10
月
〜
平
成
22
年
２
月
末

日
（
日
曜
・
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）

●
申
込
受
付
期
間

平
成
21
年
９
月
25
日
〜
平
成
22
年
２

月
５
日
（
閉
庁
時
間
中
は
除
く
）

●
申
込
方
法

住
民
課
国
保
年
金
係
へ
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
に
よ
る
申

し
込
み
も
可
）

●
注
意
事
項

①
脳
ド
ッ
ク
は
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
受
診
者
が
受
診
前
に
町
の
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

町
か
ら
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
は
行
い
ま

せ
ん
。

国�

保�
ニ
ュ
ー
ス�

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん

脳
ド
ッ
ク
の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
よ
り
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々

が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証

券
等
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。

返
還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

●
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

●
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

等
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

通
　
貨：

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本

軍
軍
票
等

証
券
等：

支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、

大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
等

返
還
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

財
務
省
名
古
屋
税
関
　
監
視
部
許
可

通
関
部
門

q
０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

〒
４
５
５
‐
８
５
３
５

名
古
屋
市

港
区
入
船
２
丁
目
３
番
12
号

終
戦
当
時
、
引
揚
者
の

方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
・
証
券
等
を
返
還

し
て
い
ま
す
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6H21.９.１

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が

集
ま
る
、
市
町
村
の
消
防
機
関
の
一

つ
で
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、
地
震
や

風
水
害
と
い
っ
た
災
害
発
生
時
に
お

け
る
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
訓

練
の
ほ
か
、
年
末
夜
警
な
ど
の
特
別

警
戒
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い
指
導
な

ど
に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る
消
防

力
・
防
災
力
の
向
上
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
の
増
加
等
、
消
防
団
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
化
し
消
防
団
員
の
確
保

も
年
々
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
消
防
団
活
動
へ
の
絶
大
な
る
ご
理

解
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く

の
方
々
が
消
防
団
に
参
加
し
、
新
し

い
守
り
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
安
全
確
保

に
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
の
火
災

現
場
で
の
消
火
技
術
の
向
上
と
志
気

の
高
揚
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

各
分
団
が
日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
ポ
ン

プ
操
法
技
術
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競

い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
は
よ
り
実
践

に
即
し
た
水
出
し
操
法
で
行
わ
れ
ま

す
。

ポンプ中継訓練

応急担架作成訓練

町
内
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す

▲昨年の操法大会

★
「
警
察
安
全
相
談
」
っ
て
な
に
？

犯
罪
等
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
相
談
や
、
県
民
の

方
々
の
生
活
の
安
全
と
平
穏
に
係
る

相
談
を
い
い
ま
す
。

★
窓
口
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

愛
知
県
警
察
で
は
、
警
察
安
全
相

談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
お
よ
び
全

警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

け
、
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

★
「
警
察
相
談
の
日
」
っ
て
な
に
？

全
国
共
通
の
相
談
専
用
電
話
番
号

「
♯
９
１
１
０
」
に
ち
な
ん
で
、
毎
年

９
月
11
日
を
「
警
察
相
談
の
日
」
と

定
め
、
警
察
安
全
相
談
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

★
「
♯
９
１
１
０
」
の
か
け
方
は
？

ご
家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
み
）
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
「
１
１
０
番
」
の
前
に

「
♯
９
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、
愛

知
県
警
察
本
部
の
住
民
コ
ー
ナ
ー
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
つ
な
が
ら
な
い
場
合
、
q
０
５
２

‐
９
５
３
‐
９
１
１
０
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

半
田
警
察
署

q
２
１
‐
０
１
１
０

９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」

相
談
は
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０
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知
多
南
部
消
防
署
で
は
、
事
故
や

病
気
か
ら
み
な
さ
ま
の
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、
い
つ
で
も
救
急
出
場

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
中
の
救
急
件
数
は
１
６

８
２
件
で
し
た
。
搬
送
人
員
は
１
６

２
８
人
で
、
そ
の
う
ち
入
院
を
必
要

と
し
な
い
軽
症
患
者
は
702
人
で
、
全

体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
人
が
救
急
車
を
待

っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

7 H21.９.１

解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
い

じ
め
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
愛
知
労
働

局
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
知
労
働
局
で
は
、「
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、

■

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
情

報
提
供
・
相
談

■

労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導

■

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
愛
知
県
内
で
約

８
万
人
の
方
が
相
談
さ
れ
、
約
900
人

の
方
が
「
助
言
・
指
導
」
や
「
あ
っ

せ
ん
」
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
企
画
室

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５

２
‐
９
７
２
‐
０
２
６
６
）、

栄
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５
２

‐
２
６
３
‐
３
８
０
１
）、

名
駅
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５
２

‐
５
６
１
‐
５
６
０
１
）、
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
内
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.aich

i-
rodo.g

o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
、

愛
知
労
働
局
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

★
こ
ん
な
時
は
？
★

●
症
状
が
軽
く
、「
ど
こ
の
病
院

に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
場
合
は
、
消
防
署
か
ら
病

院
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
定
期
的
な
通
院
な
ど
で
、
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
車
以
外
に
手
段
が
な
く
、

緊
急
に
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

知

多

南

部

消

防

署

q

６
４
‐
０
１
１
９

７
月
27
日
、
役
場
大
会
議
室
で
第

６
次
南
知
多
町
総
合
計
画
（
平
成
22

年
〜
32
年
度
）
策
定
に
向
け
て
の
第

１
回
目
の
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。沢

田
町
長
か
ら
委
員
の
皆
さ
ん
に

辞
令
を
交
付
し
た
後
、
会
長
、
副
会

長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
内

藤
宗
充
さ
ん
（
山
海
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
町
長
か
ら
内
藤
会

長
に
第
６
次
南
知
多
町
総
合
計
画

（
案
）
が
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
策
定
の
基
本
方
針
や

経
過
、
住
民
意
識
調
査
や
「
ま
ち
づ

く
り
会
議
」
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
基
本
構

想
案
の
骨
子
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
審
議
会
委
員
（
29
名
、
敬
称
略
）

会
　
長
　
　
内
　
藤
　
宗
　
充

副
会
長
　
　
植
　
田
　
重
　
章

相
　
川
　
成
　
三

松
　
本
　
　
保

鳥
　
居
　
恵
　
子

榎
　
本
　
芳
　
三

坂
　
口
　
和
　
弥

中
　
川
　
奉
　
三

石
　
黒
　
良
　
紀

中
　
川
　
嗣
　
朗

辻
　
　
　
總
一
郎

鈴
　
木
　
利
　
勝

山
　
下
　
三
千
男

間
　
瀬
　
憲
　
一

石
　
黒
　
兼
　
幸

渡
　
辺
　
幸
　
一

千
　
頭
　
　
聡

水
　
尾
　
衣
　
里

大
　
岩
　
　
昇

間
　
瀬
　
　
巖

石
　
黒
　
友
　
之

田
　
中
　
孝
　
之

石
　
黒
　
貞
　
康

石
　
黒
　
真
須
美

橋
　
本
　
久
美
子

間
　
瀬
　
雅
　
信

高
　
橋
　
公
　
雄

家
　
田
　
和
　
明

磯
　
部
　
信
　
満

第
１
回
南
知
多
町
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

第
１
回
南
知
多
町
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催
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8H21.９.１

長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使

用
で
き
る
構
造
や
設
備
を
備
え
て
い

る
と
し
て
、県
が
認
定
し
た
住
宅（
長

期
優
良
住
宅
）
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
の
適
用
期
間
を
一

般
住
宅
よ
り
延
長
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
を
満
た
す

住
宅
が
対
象
で
す
。

①
県
の
認
定
を
受
け
た
長
期
優
良
住

宅②
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
に
新
築
し
た
住
宅

③
店
舗
な
ど
と
併
用
し
て
い
る
場
合

は
、
居
住
部
分
の
割
合
が
２
分
１
以

上④
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一

戸
建
以
外
の
貸
家
住
宅
に
あ
た
っ
て

は
40
㎡
）
以
上
280
㎡
以
下

減
額
と
割
合
と
期
間

住
宅
（
居
住
床
面
積
120
㎡
ま
で
）

に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
の
２
分
の

１
を
減
額
し
ま
す
。

ま
た
、
減
額
す
る
期
間
は
、
３
階

建
て
以
上
の
耐
火
・
準
耐
火
構
造
の

住
宅
は
新
築
後
７
年
度
分
、
そ
の
ほ

か
の
住
宅
は
新
築
後
５
年
度
分
で
す
。

申
請
方
法

住
宅
を
新
築
し
た
日
か
ら
、
そ
の

翌
年
１
月
31
日
ま
で
に
役
場
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
に
は
、
県
の
認
定
を

受
け
た
長
期
優
良
住
宅
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
資
料
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

q
６
５
‐
０
７
１
１（
内
線
１
４
１
）

●
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

●
お
や
す
み
な
さ
い

●
こ
ん
に
ち
は

●
こ
ん
ば
ん
は

●
い
っ
て
き
ま
す

●
お
か
え
り
な
さ
い

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
す
み
ま
せ
ん

あ
い
さ
つ
は
、
人
の
心
を
な
ご
や

か
に
し
円
滑
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、

「
う
る
お
い
の
あ
る
明
る
い
家
庭
・

地
域
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
大
き
く
役

立
つ
も
の
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
上
に
書
い
て
あ
る

ほ
か
に
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
声
を
か
け
合
う
の
も
あ
い
さ
つ
で

す
。
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
心
の
か
よ

う
「
家
庭
・
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
の

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
た
長
期
優
良
住
宅

５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
ハ

チ
が
活
発
に
活
動
す
る
季
節
で
す
。

町
内
で
は
主
に
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス

ズ
メ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
に

刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
年

間
数
十
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の
刺
症
被
害
は

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
し
、
特
に

働
き
蜂
の
数
が
増
え
る
９
月
か
ら
10

月
に
多
く
な
り
ま
す
。
環
境
課
で
は

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
家
の
軒
下
や

屋
根
裏
な
ど
に
巣
を
つ
く
る
ス
ズ
メ

バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
駆
除
の
た
め

の
防
護
服
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

駆
除
の
方
法
に
つ
い
て

ハ
チ
の
駆
除
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
な
る
べ
く
専
門
業
者
に
駆
除
を

依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
分
で
駆
除
さ
れ
る
場
合
は
、
ハ
チ

の
行
動
が
比
較
的
お
と
な
し
く
な
る

日
没
後
に
お
こ
な
う
こ
と
、
必
ず
防

護
服
を
着
て
駆
除
す
る
こ
と
、
懐
中

電
灯
な
ど
で
照
ら
す
こ
と
は
ハ
チ
が

攻
撃
的
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
薬
剤
は
市
販
の
ハ

チ
用
殺
虫
剤
を
必
ず
使
用
し
、
巣
周

辺
の
ハ
チ
と
同
時
に
巣
の
入
り
口
に

向
け
て
た
っ
ぷ
り
と
散
布
し
ま
す
。

死
ん
だ
ハ
チ
も
反
射
的
に
毒
針
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
巣

内
の
幼
虫
や
ハ
チ
が
死
滅
し
た
後
に

腐
敗
し
て
悪
臭
を
放
つ
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
巣
の
撤
去
も
必
ず
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

防
護
服
の
貸
出
条
件
に
つ
い
て

①
害
虫
駆
除
業
者
で
な
い
南
知
多
町

民
で
あ
る
こ
と
。

②
殺
虫
剤
を
自
己
負
担
で
購
入
で
き

る
方
。

③
自
己
の
責
任
に
お
い
て
貸
出
を
希

望
す
る
方
。

貸
出
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で

確
認
の
上
、
印
鑑（
認
印
可
）を
持
参

し
て
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

環

境

課
（
内
線
１
３
１
）

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０
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9 H21.９.１

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
も
、
運
動

不
足
だ
な
と
思
っ
て
い
る
方
も
、

こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
頃
の
運
動
の
成
果

に
、
今
後
の
体
力
づ
く
り
の
参
考
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

・
10
月
６
日（
火
）

篠
島
小
学
校
体
育
館

・
10
月
20
日（
火
）

日
間
賀
小
学
校
体
育
館

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

参
加
費

無
料

定
　
員

30
名

対
象
者

一
般
成
人

テ
ス
ト
種
目

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
急
歩
、
立
ち
幅
と
び

用
意
す
る
も
の

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
用
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

◆
2009
愛
知
県
空
手
道
選
手
権
大
会

（
極
真
会
館
主
催
・
６
／
28
・
愛
知

県
武
道
館
）

●
６
年
生
無
差
別
級
（
10
名
）

優
　
勝
　
間
瀬
樹
哉

●
型
の
部
・
上
級
の
部

優
　
勝
　
間
瀬
樹
哉

◆
第
46
回
知
多
地
方
中
学
校
柔
道
大

会
（
知
多
地
方
教
育
事
務
協
議
会
・

愛
知
県
中
小
学
校
体
育
連
盟
知
多
支

所
主
催
・
７
／
18
・
19
）

●
男
子
90
㎏
超
級

準
優
勝
　
石
黒
祐
也
（
師
崎
中
）

◆
第
17
回
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
町
体
育
協
会
主
催
・
８
／

１
・
町
総
合
体
育
館
）

優
　
勝
　
豊
浜
ひ
ま
わ
り

準
優
勝
　
グ
ー
フ
ィ
ー
ミ
ニ（
大
府
）

３
　
位
　
美
浜
ミ
ニ
（
美
浜
）

敢
闘
賞
　
日
間
賀
小
学
校

◆
第
21
回
日
本
拳
法
名
古
屋
大
会

（
７
／
12
・
名
古
屋
市
露
橋
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
小
学
２
年
生
男
子
の
部
（
18
名
）

準
優
勝
　
國
居
奎
吾
（
大
井
小
）

●
中
学
女
子
の
部
（
13
名
）

優
　
勝
　
河
野
瑞
季
（
師
崎
中
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

ビ
ニ
ー
ル
製
の
大
き
な
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
プ

レ
ー
す
る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
誰
で
も

気
軽
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

家
族
や
仲
間
で
ペ
ア
を
組
ん
で
大

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

９
月
20
日（
日
）
午
前
８
時
半
〜

会
　
場

町
総
合
体
育
館

参
加
費

無
料

対
象
者

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
者
で
小
学
校
４
年
生
以
上
の
も
の

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

競
技
種
目

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
と
保
護

者
の
ペ
ア
ま
た
は
小
学
生
と
小
・
中

・
高
校
生
の
ペ
ア
）

男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
の
男
性
２

人
の
ペ
ア
ま
た
は
中
学
生
以
上
の
男

性
と
女
性
の
ペ
ア
）

女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
の
女
性
２

人
の
ペ
ア
）

用
意
す
る
も
の

運
動
の
で
き
る
服

装
・
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

９
月
５
日（
土
）ま
で
に

社
会
教
育
課
（
町
総
合
体
育
館
内
）

q
６
５
‐
２
８
８
０

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、夜
間
・

薄
暮
時
の
外
出
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

役
場
総
務
課
・
町
総
合
体
育
館
・

各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
交
通
係（
内
線
２
１
６
）

反
射
タ
ス
キ
を

配
布
し
て
い
ま
す

反
射
タ
ス
キ
を

配
布
し
て
い
ま
す
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日本伝統文化を体験

７月29日、町公民館で夏休み体験教室の茶
道が行われました。
教室は町文化協会茶華道部の山下みさ子さ

んを講師に、日本の伝統文化に少しでも触れ
てもらおうと開かれました。参加した子ども
らは、歩き方や飲み方などを習い、戸惑いな
がらお茶をいただき、「お茶がにがい」や「お
いしかった」と感想を言っていました。

10H21.９.１

まちの話題をお知らせください。　企画情報課　広報担当まで�

もぐら はどこだ

８月５日、師崎保育所で縁日ごっこが行わ
れ、園児はスタンプカードを手に、水鉄砲的
当てやヨーヨー釣り、もぐらたたきの屋台な
どを巡って楽しみました。
もぐらたたきでは、もぐら役とたたく役と
に別れ、台の下からもぐらを出し、園児が
「えい」とたたいて遊び、ザリガニ釣りでは
「２匹釣れたー」と喜んでいました。

和 食 大 好 き

８月１日から南知多に滞在しているライオ
ンズクラブ（L C）の交換留学生デラ・ユダ
ナさん（インドネシア）が３日、南知多 L C
のメンバーと役場を訪れました。
デラさんは、日間賀島でイルカとの触れ合

い体験やキャンプファイヤーを満喫。「日本
が大好きで、和食大好き」と話していました。
沢田町長は「南知多の海を楽しんでください」
と話していました。

夏だ! 大地だ! お祭りだ!!

８月２日、高齢者福祉施設「大地の丘」で、
利用者と家族、地域の方の交流を目的に夏ま
つりが行われました。
参加者は、金魚すくいやだんごなどの屋台
を楽しみ、「日本福祉大ジャズ研究会」や「ち
むじゅりエイサー」などの演奏を聞いたり、
特設のやぐらでは盆踊りが行われたりし、夏
の夜祭りを満喫していました。
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No.220

森　田　博　文

豊丘木
き

川
がわ

の河
か

口
こう

で
川底は泥まじりの砂、そこには小さなカニさんたち

がいっぱいいます。白い手（はさみ脚
あし

）を「一二、一
二」と体操をするように盛んに上げ下げしています。
ここは木川の河口で、豊丘漁協のすぐ前にある船だ

まりのようなところです。今、引き潮で川底が現れ、
飽
あ

きもせずカニさんたちが体操に興
きょう

じているのです。
先回のコメツキガニと同じ仲間チゴガニです。

チゴガニの見分け方

チゴガニとコメツキガニは、どちらも甲
こう

羅
ら

の幅が１
㎝ほどで、眼が潜望鏡のように飛び出しています。し
かし、チゴガニは真っ白なはさみ脚を持ち、それを派
手に上下させること、甲羅を上から見ると横長の五角
形に見えることで簡単に見分けることが出来ます。
婚活体操
夏も盛りこの暑さの中、多大のエネルギーを費

つい

やし、
敵に狙

ねら

われるのをものともせず、はさみ脚を上げ下げ
するのはなぜでしょう。多くの本には、これは雄

おす

が雌
めす

に対して行う求愛
きゅうあい

行動と書いてあります。雌をひきつ
け、交尾に導くための行動だということです。
団子つくりは下手
チゴガニもコメツキガニと同じように、砂や泥をは

さみ脚ですくい取り、プランクトンや有機物を濾
こ

し取
って食べ、残りを団子にします。しかし、コメツキガ
ニのきれいな団子に比べ、だらけて形がよくないよう
な気がします。上の写真の砂団子をよくご覧

らん

ください。
河口干潟の泥混じりのところを
コメツキガニが砂地に住むのに対し、チゴガニは泥

っぽいところが好きなようです。また、塩分が薄くて
もよく、川を少しさかのぼったところにも住みます。
近くの川のそんなところを探してみてください。

婚活
こんかつ

体操の白い手で チゴガニ

11 H21.９.１

親子でどんどこ

８月９日、内海中学校体育館で「親
子どんどこプログラム」が行われ、20
組の親子が太鼓作りと演奏に挑戦しま
した。
太鼓作りは、牛皮を円に切ってひも

で太鼓の銅に縛り、ミニ太鼓を作り上
げていました。参加者からは「うまく
できた」や「予想以上に立派」などの
感想が聞かれました。午後からは実際
に太鼓を演奏し、元気のいい音色を響
かせていました。

※親子どんどこプログラムは「宝くじ
の普及広報事業費」で行われました。

伊勢音頭が
まちに海に響く
― ７月25・26日 鯛まつり ―

真っ白なはさみ脚　潜望鏡
せんぼうきょう

のような眼
め

五角形の甲羅

チゴガニ（ ）、巣穴（ ）、砂団子　豊丘木川河口
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12H21.９.１

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４
月
か
ら
受
付
を
行
っ
て
い
る
定

額
給
付
金
の
申
請
期
限
（
10
月
１
日
）

が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ

な
い
と
定
額
給
付
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法

・
口
座
振
込
を
希
望
さ
れ
る
方

左
記
の
必
要
書
類
１
〜
３
を
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
郵
送
し
て
い
た
だ

く
か
、
申
請
受
付
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
現
金
給
付
を
希
望
さ
れ
る
方
（
金

融
機
関
等
に
口
座
の
な
い
方
）

左
記
の
必
要
書
類
１
、
２
、
４
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
申
請
受
付
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
金
給
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
町
の

指
定
し
た
日
に
現
金
給
付
い
た
し
ま

す
。

必
要
書
類

１
　
申
請
書

２
　
公
的
身
分
証
明
書
の
写
し

・
日
本
人
の
方

健
康
保
険
証
ま
た
は

運
転
免
許
証
等
の
写
し

・
外
国
人
の
方

外
国
人
登
録
証
明
書

（
表
・
裏
）
の
写
し

３
　
振
込
先
の
通
帳
等
の
写
し

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、

支
店
名
、
口
座
番
号
、
口
座

名
義
人
（
カ
ナ
）
が
分
か
る

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し

４
　
印
鑑

申
請
受
付
窓
口

・
役
場
本
庁
（
３
階
企
画
情
報
課
）

午
前
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。

問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
情
報
課

q
６
５-

０
７
１
１（
内
線
３
３
５
）

ＮＰＯ法人かもめ福祉会では、南知多町・美浜
町の委託事業として、こころの健康や福祉、精神
障がい者などの地域生活支援等に関心を持ち、今
後ボランティア活動をしてみたいと思っている方
を対象にボランティア養成講座を開催します。
精神障がい者のことを理解し、友達になってみ
ませんか。きっと価値観が変わりますよ。

対　　象 南知多町、美浜町にお住まいの方
定　　員 20名（定員になり次第締切）
場　　所 半田保健所美浜保健分室（旧 美浜支所）
申し込み ９月30日（水）までにＮＰＯ法人かもめ

福祉会（美浜町河和上前田403）
q 8 2‐5 1 3 7 へ

日　　時（曜） 内　　　　　容 講　　　　　　　師

10月９日(金)
13時30分～15時30分

開講式
「こころの病とは」 南知多病院　院長　牧　佐知子　氏

10月16日(金)
13時30分～15時30分

「今あるボランティア活動と精神障がい者
にとって必要なボランティア活動」

美浜町社会福祉協議会　　櫻井　悟　氏
南知多町社会福祉協議会　澤田　忍　氏
半田保健所　精神保健福祉相談員

10月23日(金)
13時30分～15時30分

「精神障がい者の姿」
～当事者とスタッフの対談～

地域活動支援センター　ワークルームかもめ
利用者さんと職員

10/26（月)～11/5(木)（土日祝日を除く）
＊上記日程のうち一日

精神障がい者施設の見学体験
体験施設　ワークルームかもめ ワークルームかもめ　職員

11月６日(金)
13時30分～15時30分

「精神保健福祉ボランティア活動を通して」
閉講式 ボランティアグループ　すなめり

会　場：半田保健所美浜保健分室　２階大会議室
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知多一市五町高齢者交通安全推進協議会の発足
から１年を迎え、更なる高齢者の交通事故防止に
向けた活動の機運を高めることを目的に総決起大
会を開催します。会員以外の一般の方もお気軽に
ご参加ください。

日　　　時 ９月30日（水）午前10時～正午
（開場午前９時30分）

場　　　所 半田市福祉文化会館（雁宿ホール）
対　　　象 半田市、阿久比町、東浦町、南知多

町、美浜町および武豊町の老人クラ
ブ連合会員並びに交通安全に関心の
ある一般の方

内　　　容 「高齢者～無事故・無違反１００日
間ラリー」表彰伝達式、活動報告、
決意宣言、愛知県警音楽隊による演
奏（45分間）など

入　場　料 無　料
主　　　催 知多一市五町高齢者交通安全推進協

議会、半田警察署、半田市、阿久比町、
東浦町、南知多町、美浜町、武豊町

問い合わせ 南知多町役場　総務課
q 6 5‐0 7 1 1（内線 2 1 6）
半田警察署交通課
q 2 1‐0 1 1 0

開 催 日 ９月26日（土）・27日（日）
午前10時～午後３時

開催場所 新美南吉記念館　駐車場
※「半田秋まつり」同時開催中！

主　　　催
・花半島事業普及推進本部（愛知県・５市５町・
知多ソフィア観光ネットワーク・ＪＡ）
・半田地域花半島事業フラワーフェスティバル実
行委員会

開 催 内 容
１．知多半島５市５町行政別ブース（花関連項目）
２．花壇コンクール等の優秀作品パネル展示
３．各種バザー等
４．来場記念品の無償配布（各日先着500名様）
注 意 事 項
会場周辺には駐車場はございませんので、有料
バス（100円）をご利用ください。
有料バス発着用駐車場　9/26（土）半田運動公園

9/27（日）半田南部市場
有料バス発着用駐車場以外の駐車スペースはご
ざいません。
問い合わせ ＪＡあいち知多　南知多事業部

ふれあい業務課　q 6 5‐3 0 0 1

９月18日（金）から９月24日（木）までの可燃ごみ収集についてのお知らせ
９月18日（金）から９月24日（木）までの可燃ごみ収集
日程については下記のとおりです。ごみを集積所に出
していただく時間は、収集日当日の午前８時までとな
ります。ごみを出すマナーは必ず守りましょう。みな
さまのご理解とご協力をお願いいたします。

●山海・豊浜・篠島浜側・日間賀島東の各地区
（月・水・金曜日収集地区）

○印…可燃ごみを収集する日 …日曜日および祝日
×印…可燃ごみを収集しない日

日 18 19 20 21 22 23 24
曜日 金 土 日 月 火 水 木
収集 ○ × × × × ○ ×

○印の受入時間　午前8：45～12：00
午後1：00～4：15まで

□印の受入時間　午前8：45～12：00
△印の受入時間 ［可燃ごみのみ受付］

午前8：45～12：00まで
…日曜日および祝日

●内海・豊丘・大井・片名・師崎・篠島港側・日間賀
島西の各地区　　　 （火・木・土曜日収集地区）

日 18 19 20 21 22 23 24
曜日 金 土 日 月 火 水 木
収集 × ○ × × × × ○

●衛生組合直接搬入の場合

日 18 19 20 21 22 23 24
曜日 金 土 日 月 火 水 木
収集 ○ □ × × × △ ○

岩屋地区の分別収集日についてのお知らせ

岩屋地区では、資源ごみ・不燃ごみの分別収集
を毎月第１・３木曜日に行っておりますが、９月
の第３木曜日は17日であり岩屋寺の例月祭にあた
るため、翌日の18日（金）に行います。

問い合わせ　　環　境　課　(内線131)
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等
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ク
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解説
①…タバコ（２百種類以上の有害物質を含みます）
を１本吸うと寿命が５分30秒縮まるといわれてい
ます。
②…塩分の取りすぎは血圧をあげ、動脈硬化を進
めます。
③④⑤⑥…メタボリックシンドローム→心臓病・
脳血管疾患・糖尿病へ一直線です。たくさん摂る
ことが大事なものは？……そう！野菜です。

⑦…コーヒーを一日10杯以上飲む人は心臓病の危
険度が増します。２～３杯までに。
⑧…睡眠をとること、生活リズムも大切です。早
寝早起き朝ごはん！
⑨⑩…過剰なストレスは「こころ」と「からだ」
の両方によくありません。リフレッシュが大切で
す。

しあわせな人生を送るために一人ひとりが健康増進についての理解を深め、生活習慣の

改善のために自分で取り組めることを見つけましょう。

ご存じですか？【亭主を早死にさせる10か条】（健康に悪い習慣）

気をつけなきゃと思
いながら、こういう生
活になってしまってい
る方（年齢・性別にか
かわらず）いません
か？

９月は健康増進普及月間です
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9月10日（木）～16日（水）は自殺予防週間です

９月10日～16日は自殺予防週間です。自殺は
深刻な社会問題となっており、ストレスや悩み、
こころの病から死に至る人も少なくありません。
身近な人のサインに気づいたら、本人の話に耳
を傾けること、そして専門機関に相談してみる
ことが大切です。半田保健所では、こころの健
康に関する相談を受け付けています。

気軽にご利用ください。
受　付：平日　午前９時～正午、午後１時～４

時30分
q ：２１－３３４１（代表）

場　所：半田市出口町１- 46 -４
担　当：半田保健所　健康支援課こころの健康

推進グループ

自殺予防週間について

自殺予防のための行動 ～３つポイント～

〈気づき〉
周りの人の悩みに気づき、耳を傾ける
・近所、家族、仲間の変化に敏感になりまし
ょう。
・相手の気持ちを尊重し、共感しましょう。

〈つなぎ〉
早めに専門家に相談するよう促す
・心の病気の兆候があれば、本人の置かれて
いる状況や気持ちの理解をしてくれる家族、
友人といったキーパーソンの協力を求めま
しょう。
・治療の第一歩は、保健センターや医療機関
の相談から始まります。キーパーソンと連
携して、専門家への相談につなげましょう。

〈見守り〉
温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
・本人の体や心の健康状態について自然な雰
囲気で声をかけて、あせらずに優しく寄り
添いながら見守りましょう。
・自然に対応するとともに、家庭や職場での
体や心の負担が減るように配慮しましょう。

ストレスを上手に発散することも心の病気には、
有効です。
普段より落ち込む、体調がすっきりしないなど
は、心が疲れているサイン。
休養を取る、好きなことをするなどしてストレ
スを解消しましょう。

また、悩み事を１人で抱え込まないようにする
ことも大切です。
家族・友人、心の相談機関へ相談しましょう。

〈こころの相談機関〉
南知多町保健センター q 6 5 - 0 7 1 1
半田保健所　こころの健康推進グループ
（詳細は下記をご覧ください。）
愛知県精神保健福祉センター q052-962-5377

STRESSでストレス解消

Sports／スポーツ
運動は心地よい疲労感が感じられる程度で
OKです。

Travel／旅行
遠出でなくとも、近所の知らない道を歩く、
自然と親しむなどしてみましょう。

Rest & Recreation／休養＆余暇
毎日、睡眠以外にも息抜きの時間を。余暇
は楽しく、人と交流する機会を。

Eating／食事
家族や友人との語らい、四季のものを味わ
うなど、楽しいひと時を。

Speaking & Singing／話す＆歌う
おしゃべりやカラオケなど、大きな声を出
したり、感情を表現しましょう。

Sleeping & Smiling & Sake／睡眠＆笑う＆お酒
よく寝ること。できれば昼寝も。毎日の生
活に笑いを。そして、適量のお酒を。

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

「最近、あの人顔見てな
いけど元気かな？」…
周りの人に興味を持つこ
とから始めませんか？

人と人との「つながり」
を大切にしましょう。
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マタニティセミナー (後期)
日　時 ９月17日（木）

午前９時30分～午後２時30分
会　場 保健センター
内　容 おっぱいの話、お産について、妊娠中の栄

養（調理実習）、マタニティビクス
持ち物 母子健康手帳、エプロン、動きやすい服装
※事前に保健センターまで予約をしてください。

健康なんでも相談
血圧測定や健診の結果についての説明、子どもの
相談など、あかちゃんから大人までの健康に関する
相談日です。
お気軽にご利用ください。

日　時 ９月15日（火）
午前９時30分～10時30分

場　所 保健センター

膠原病患者・家族教室のご案内
愛知県半田保健所では、膠原病で療養されている
患者さんがより快適に在宅療養ができるよう、患者
さんと御家族を対象にした教室を開催します。ぜひ
ご参加ください。
と　　　き 10月８日（木）

午後２時から４時まで
と　こ　ろ 愛知県半田保健所　４階大会議室

（半田市出口町１丁目45番地４）
内　　　容 講　話「膠原病とのつきあい方

～日常生活のポイント～」
全国膠原病友の会　愛知県支部長
中野久子 氏
座談会「知恵を出し合いましょう」

申 し 込 み ９月30日（水）までに健康支援課地域保
健グループまで

問い合わせ 健康支援課　地域保健グループ
q 2 1 - 3 3 4 1 FAX 2 4 - 7 1 4 2

平成21年度訪問介護員（ホームヘルパー）実技指導者養成研修会が開催されます
日　　程 平成22年２月12日（金）～15日（月）
会　　場 福祉保健研修交流センター　ウィリング

横浜　〒223-0002 神奈川県横浜市港南
区上大岡西1-6-1 ゆめおおおかオフィス
タワー内

受講対象 訪問介護員（ホームヘルパー）養成研修
（１・２級課程）の実技指導者（講師）
およびその予定の者

参加費用
●基本介護技術・指導技術と介護技術の向上（１・　
２級課程）（※２日間）13 ,000円
●基本介護技術・指導技術と介護技術の向上（１・
２級課程）「高齢者の食と口腔ケア」7 ,000円
●訪問介護計画の作成と記録・報告の技術（２級課
程）7 ,000円

申し込み 申込書に必要事項を記入の上、FAXま
たは郵送で財団法人　長寿社会開発セン
ターへ直接お申し込みください。
なお、申込書や研修内容については財団
法人　長寿社会開発センターホームペー
ジ（http://www.nenrin.or.jp/）に掲載
されています。

締め切り　９月30日（水）、但し定員になりしだい締
め切ります。

問い合わせ 財団法人　長寿社会開発センター　保
健福祉部　〒105-8446 東京都港区虎
ノ門３-８-２　虎ノ門33森ビル８階
q03-5470-6755 FAX 03-5470-6763

保健介護課高齢者介護係 (内線 5 4 2 )

※持ち物等：歩きやすい服装、タオル、水筒等。
必要により日よけ、虫除け、雨具

※小雨決行：雨の場合の参加については、ご自
分で判断してください。

※知多地域に、暴風・大雨警報が発令された場
合は中止します。開始２時間前までに解除さ
れた場合は、予定どおり行います。

集合場所：魚ひろば駐車場
コ ー ス：豊浜コース

（魚ひろば～浄土寺～魚ひろば）
終了予定：午後５時ごろ
申し込み：不要

日　時：10月6日（火）
午後３時30分集合

問い合わせ　保健介護課健康推進係（内線511）
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情報　保健センター q 65-0711

休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午

●急病以外の診療、往診はできません。

●都合により変更になる場合もあります。

９月の

当 番 日 当　番　医 診療科目 電話番号

９月６日(日)

13日(日)

20日(日)

21日(月)

22日(火)

23日(水)

27日(日)

大岩医院（内海） 内科 62 -013 8

榊原医院（布土） 内科・小児科 82 -020 5

岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3

（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1

白井医院（師崎） 内科 63 -002 9

（医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -111 1

（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -018 4

フッ素塗布のお知らせ
２歳・２歳６か月のお子さんを対象にフッ素塗布
を行います。

日　時 10月１日（木） 午前９時～11時
場　所 保健センター
対　象 平成19年９月・10月生まれ、平成19年３月・

４月生まれの幼児（対象のお子さんには個
人通知します）

内　容 フッ素塗布、歯科健診、ブラッシング指導
持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、コップ
※当日来られない方は、保健センターまで連絡して
ください。

●平成21年５月生まれの子
●平成21年４月生まれの未実施者

ＢＣＧ接種
対象者

■日程

９月２日（水） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後1時30分～１時50分

※ＢＣＧ接種は、生後６か月に達するまでに済ませ
ましょう。（生後６か月を過ぎると公費による接種
はできませんのでご了承ください。）

●１期初回 平成20年12月～平成21年２月生まれの子
●１期追加 １期初回終了後おおむね１年を経過した子
●７歳半未満の未実施者

百日せき・ジフテリア・破傷風混合予防接種

■日程

対象者

９月７日（月）

保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

９月16日（水）

●平成20年７月・８月生まれの子（１期）
●２歳未満の未実施者（１期）
●平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれの未実施者（2期）

麻しん・風しん混合予防接種

■日程

対象者

９月11日（金） 保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

※「麻しん」または「風しん」のいずれかにかかっ
たお子さんも「麻しん風しん混合ワクチン」での接
種を受けることができます。

休日急病当番医の診療場所を10月から一部変更します

当 番 日 当　　　番　　　医 診療科目 電話番号

10月４日(日)

12日(月)

18日(日)

25日(日)

11日(日)

知多厚生病院（担当医：辻医院） 内科・小児科 82 -039 5

知多厚生病院（担当医：上床医院） 内科・小児科 82 -039 5

知多厚生病院（担当医：榊原医院） 内科・小児科 82 -039 5

（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1

（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -018 4

現在、休日における急病患
者の診療は、当番医の診療所
で行っていますが、10月から
は一部の当番医について、診
療場所を知多厚生病院に変更
いたします。
なお、診療場所が知多厚生
病院であっても、表示されて
いる当番医が診察いたします。

■10月の休日急病当番医

◎受付時間は、午前9時～正午までです。都合により変更になる場合があります。
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●
豊
浜
小
学
校
へ

・
子
ど
も
鯛
ま
つ
り
関
係
用
品

海
に
生
き
る
会

●
南
知
多
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
６
千
100
円

豊
浜
商
工
会
　
青
年
部

（
敬
称
略
）

今
回
の
料
金
割
引
は
、
地
域
活
性

化
を
目
的
に
社
会
実
験
と
し
て
平
成

23
年
３
月
末（
予
定
）ま
で
実
施
し
ま

す
。
県
内
に
は
、
魅
力
的
な
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
快
適

な
有
料
道
路
を
利
用
し
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

割
引
内
容

名
古
屋
高
速
道
路
・
知
多
半
島
道

路
始
め
知
多
四
路
線
・
名
古
屋
瀬
戸

道
路
・
猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
は
、

土
日
祝
日
・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
行
の
軽

自
動
車
等
・
普
通
車
を
三
割
引
。（
猿

投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
は
秋
に
開
始
す

る
予
定
）

中
部
国
際
空
港
連
絡
道
路
は
、
平

日
・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
行
の
中
型
車
・

大
型
車
・
特
大
車
を
三
割
引
。

衣
浦
ト
ン
ネ
ル
始
め
六
路
線
は
、

全
日
・
回
数
券
利
用
の
軽
自
動
車
等
・

普
通
車
を
三
割
引
。

問
い
合
わ
せ

愛
知
県
建
設
部
道
路
建
設
課

q
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
５
４
１

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２
‐
９
７
２
‐
６
４
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.

P
ref.aichi.jp/dou

roken
setsu

/

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
じ
ろ
う
・
わ
っ
ぱ
る
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
の
地
域

生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
す
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。

お
話
を
う
か
が
う
中
で
、
あ
な
た

ら
し
く
地
域
で
暮
し
て
い
け
る
た
め

の
手
立
て
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た

秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

今
月
は
通
常
の
巡
回
相
談
に
加
え

て
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
仕
事

に
関
す
る
相
談
を
専
門
ス
タ
ッ
フ（
知

多
地
域
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
　
ワ
ー
ク
）
が
受
付
し
ま

す
。
対
象
は
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

と
ご
家
族
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
で
す
。

※
た
だ
し
、
事
業
所
・
仕
事
の
紹
介

は
行
い
ま
せ
ん
。

日
時
　
９
月
８
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

役
場
１
階
第
一
会
議
室

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談

予
約

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
　
q
７
２
‐
６
４
６
４

E
-m
ail:soudan@

dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
q
７
３
‐
３
２
０
１

E
-m
ail:soudan-co@

w
appa-no-

kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

農
業
者
年
金
は
平
成
14
年
に
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

①
積
立
方
式
の
年
金

従
来
ま
で
の
現
役
世
代
が
受
給
世

代
を
支
え
る
方
式
で
は
な
く
、
自
分

が
掛
け
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を

将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

②
加
入
、
脱
退
が
自
由
に

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
人
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
、

脱
退
や
再
加
入
も
自
由
で
す
。
ま
た
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
が
支

払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し
て

受
け
取
れ
ま
す
。

③
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
終
身
年
金

年
金
は
一
生
涯
受
給
で
き
ま
す
が
、

も
し
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

に
受
け
取
る
は
ず
の
年
金
を
遺
族
が

一
時
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

④
税
制
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民

税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

南
知
多
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
農
業
水
産
課
内
）
ま
た
は
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
ふ
れ
あ
い
業
務
課

q
６
５
‐
３
０
０
１

試
験
日

10
月
11
日（
日
）

試
験
地

名
古
屋
市
内

試
験
の
種
類

乙
種
１
〜
６
類
・
丙

種願
書
受
付
期
間

９
月
７
日（
月
）か

ら
９
月
16
日（
水
）ま
で

そ
の
他

試
験
に
関
す
る
予
備
講
習

会
は
、
平
成
21
年
９
月
25
日（
金
）東

海
市
立
商
工
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

す
。

※
願
書
お
よ
び
案
内
書
は
予
防
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６
５
‐
０
７
１
１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
inam

ichita@
tow

n.m
inam

ichita.lg.jp

18H21.９.１

寄
　
　
　
　
　
　
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
方
道
路
公
社
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
・
回
数
券
料
金
割
引

社
会
実
験
の
お
知
ら
せ

商
工
観
光
課

(

内
線
２
４
４)

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族

の
巡
回
相
談
の
ご
案
内

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
水
産
課

(

内
線
２
５
３)

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

q
６
４-

０
１
２
１
（
直
通
）
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19 H21.９.１

Information 役場q65-0711

町
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
私

立
高
校
生
の
保
護
者
や
勤
労
生
徒
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、

授
業
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
補
助
対
象
と
な
る
方
は
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
に
な
る
生
徒

①
私
立
高
等
学
校
（
通
信
制
は
除
く
）

に
10
月
１
日
現
在
在
籍
し
、
保
護

者
が
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

（
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

②
私
立
高
等
学
校
（
定
時
制
）
に
10

月
１
日
現
在
在
籍
す
る
勤
労
生
徒

で
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

補
助
金
額

対
象
生
徒
一
人
に
つ
き

一
学
年
度
一
万
円

申
請
期
間

10
月
１
日（
木
）〜
10
月

30
日（
金
）

申
請
書
類
提
出
先

学
校
教
育
課

※
申
請
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。

「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を

呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い
」

地
域
で
こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の

子
育
て
で
悩
ん
で
み
え
る
保
護
者
の

方
は
、
一
日
で
も
早
く
、
愛
知
県
立

一
宮
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
育
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
三
歳
ま
で
に

そ
の
基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
聞
こ
え
に
よ

る
こ
と
ば
の
遅
れ
に
対
す
る
教
育
は
、

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
上
が
り

ま
す
。
少
し
で
も
お
子
さ
ん
の
聞
こ

え
や
こ
と
ば
に
不
安
を
抱
か
れ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

教
育
相
談

悩
み
や
子
育
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
聞
こ
え
に
関
す
る
簡
単
な

検
査
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
教
室

聞
こ
え
や
聞
こ
え
に

よ
る
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ま
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
個
別
支

援
を
行
い
ま
す
。（
個
別
指
導
を
毎

週
一
回
、
二
歳
児
は
、
週
一
回
の
集

団
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。）

相
談
、
検
査
、
指
導
料
は
無
料

で
す
。

進
路
相
談

難
聴
の
お
子
さ
ん
の
進

路
相
談
も
担
当
部
主
事
が
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校
幼
稚
部
（
教

育
相
談
）
お
よ
び
担
当
部

一
宮
市
大
和
町
苅
安
賀
字
上
西
之
杁

30q
０
５
８
６
‐
４
５
‐
６
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
６
‐
４
３
‐
４
４
６
２

知
的
障
害
を
有
す
る
方
を
対
象
と

す
る
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
の
日
時
・
方
法

11
月
２
日（
月
）以
降
で
当
校
が
指
定

を
す
る
日
。

適
性
試
験
・
面
接
試
験

試
験
会
場

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
内

春
日
台
職
業
訓
練
校

訓
練
期
間

１
年

募
集
す
る
科

機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、
陶
磁

器
科
、
紙
器
製
造
科

定
員

100
名
（
各
科
20
名
）

募
集
資
格

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成
22

年
３
月
中
学
校
等
卒
業
見
込
み
で
職

業
自
立
が
見
込
ま
れ
る
方
。

申
し
込
み

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の
写
し
等

の
書
類
を
そ
え
て
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に

あ
り
ま
す
）

受
付
期
間

10
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
19
日

た
だ
し
、
応
募
状
況
に
よ
り
、
期
間

中
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

春
日
台
職
業
訓
練
校

春
日
井
市
神
屋
町
７
１
３
‐
８

q
０
５
６
８
‐
８
８
‐
０
８
１
１

（
内
線
２
７
２
２
・
２
７
２
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
８
‐
８
８
‐
０
９
４
８

募
集
種
目

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
一
般
）

応
募
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満

高
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）

試
験
期
日

推
薦
　
９
月
26
・
27
日
、

一
般
　
11
月
７
・
８
日

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格

18
歳
以
上
21
歳
未
満

高
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）

試
験
期
日

10
月
31
日
・
11
月
１
日

●
看
護
学
生

応
募
資
格

18
歳
以
上
24
歳
未
満

高
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）

試
験
期
日

10
月
24
日

受
付
期
間

９
月
７
日
〜
10
月
２
日
（
防
衛
大
学

校
学
生
・
推
薦
は
９
月
５
日
〜
９
日
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
男
子

応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
６
日（
日
）〜
12
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

相
談
専
用
電
話

q
０
５
２
‐
９
５
２
‐
８
２
０
０

（
相
談
専
用
）

問
い
合
わ
せ

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部
　

q
０
５
２
‐
９
５
２
‐
８
１
１
１

（
内
線
１
４
７
０
）

お
詫
び

広
報
８
月
１
日
・
15
日
合
併
号
22

ペ
ー
ジ
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
で
誤
り

が
あ
り
、
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
情
報
課

私
立
高
等
学
校
授
業
料

補
助
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)

聞
こ
え
の
心
配
な
乳
幼
児
を

お
育
て
の
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

愛
知
県
立
一
宮
聾
学
校

愛
知
県
春
日
台
職
業
訓
練
校

の
平
成
22
年
度
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

自

衛

官

募

集

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所

q
２
１-

０
０
０
４

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

住
民
課

(

内
線
１
１
２)
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集
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〒
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大
字
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浜
字
貝
ケ
坪
1
8

再生紙を使用しています 町のホームページ http://www.town.minamichita.lg.jp/

9
.１

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
2
1
年
　
№
７
９
１

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成21年７月末現在

( )内は対前月比

2 ,812 人 2,976 人 5 ,788 人 2 ,046世帯

2 ,838 人 3,100 人 5 ,938 人 2 ,012世帯

2 ,535 人 2,641 人 5 ,176 人 1 ,749世帯

937 人 956 人 1 ,893 人 609世帯

1 ,084 人 1,140 人 2 ,224 人 650世帯

10 ,206 人
（－11）

10,813 人
（－4）

21 ,019 人
（－15）

7 ,066世帯
（＋1）

町内の火災・救急・交通事故(21年７月)

▲
　
▲
　
　
▲
▲
▲

火災・救急
火災件数 0件 ( 7件)〈 ＋2件〉
うち建物 0件 ( 2件)〈 －2件〉
救急件数 92件 ( 491件)〈 －23件〉
うち急病 54件 ( 325件)〈 －12件〉
交通事故
件　　数 10件 ( 36件)〈 －8件〉
死　　者 0名 ( 1名)〈 ＋1名〉
重軽傷者 16名 ( 44名)〈 －16名〉

※( )内は今年の累計
〈 〉内は前年同期との比較

町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　９月13日　日曜日

開 設 時 間　午前９時～正午

開 設 場 所　役場本庁１階　税務課窓口

問い合わせ　税務課徴収係
q65－0711 内線143・144

９ 月 の 納 税
◆固 定 資 産 税………第 ３ 期 分
◆国民健康保険税………第 ３ 期 分
◆納　 期 限………９月30日(水)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「 この社会あなたの税が生きている 」

秋の交通安全県民運動
９月21日～30日

重点

● 高齢者を交通事故から守ろう

● すべての座席でシートベルトと
チャイルドシートを正しく着用
しよう

● 飲酒運転を根絶しよう

● 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転
車乗車中の交通事故をなくそう

がん検診※ (保健センター)
（乳・大腸）9:00～11:20 （乳・骨粗しょう症検査・大腸）13:00～14:20
防災訓練 豊浜（小佐19:30・初神20:00）火1
年金相談 (役場) 10:00～16:00

水2

木3
家庭粗大ごみ収集・大井 (大井漁港埋立地) 7:00～11:00

金4
防災訓練 豊浜（東部）8:00・日間賀島8:30）

土5
豊浜（中洲8:00・中村8:00・半月9:00・山田9:00・乙方9:00）防災訓練
大井8:00、片名8:00、師崎8:30日6

14:00～16:00特定健診・ヤングメタボ予防健診 (日間賀小体育館)
17:30～19:30

献血 (日間賀小体育館） 14:00～19:30月7
家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00～08:15

特定健診・ヤングメタボ予防健診 (日間賀小体育館) 10:00～11:15

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00～16:00火8
がん検診※ (保健センター)
（胃・前立腺・肝炎・大腸）9:00～11:00 （子宮・大腸）13:30～14:30水9

木10
家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00～9:00

金11

土12
消防操法大会 (町総合体育館) 8:30～

町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00～12:00日13
敬老会・篠島 (篠島SC) 9:00～

月14
敬老会・日間賀島 (日間賀小体育館) 9:00～

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30～10:30火15

年金相談 (役場) 10:00～16:00
水16

木17

金18

土19
内田佐七家公開日 (内田佐七家) 10:00～15:00

日20
敬老の日月21
国民の休日火22
秋分の日水23

木24

金25

土26
敬老まつり・内海・豊浜・師崎

(総合体育館) 13:30～日27

月28
14:00～16:00特定健診・ヤングメタボ予防健診 (篠島SC)
17:30～19:30

心配ごと相談・師崎 (師崎公民館) 14:00～16:00火29
特定健診・ヤングメタボ予防健診 (篠島SC) 10:00～11:15

水30
篠島SC：篠島サービスセンター、日間賀島SC：日間賀島サービスセンター　　※がん検診は申込者のみ
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